
 「グラウンド・ゴルフ練習会」での練習の成果を競う記録会が始まりました。

12 月 5 日に第 1 回を開催し 65 名の参加がありました。第 2 回は 1 月 16 日に開

催し 58名の参加がありました。第 3回は２月 13日に開催し 63名の参加があり

ました。岩手県営野球場で、毎年実施してきたグラウンド・ゴルフの自主事業も

記録会を最後に幕を閉じました。参加者からは、「来年も実施しないんですか」

「なくなるのは寂しいですね」などの感想が多く聞かれました。 

 以下は、その時の様子を写真にまとめましたので御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
  野球場だより 62号 令和５年３月 

発行人 岩手県営野球場 

住 所 盛岡市三ツ割 4-9-2  

電話 19-661-0115 Fax 019-661-0116 

http://www.echna.ne.jp/~kenei2/    

 Ｅメール keneiyakyujo@echna.ne.jp 
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 岩手県営野球場の自主事業となるスポーツ講演会を 2月 19日に研修室で開催

しました。当日は、講師に Conditioning Center HOUSE アスレティックトレー

ナー佐々木健次氏をお招きし、中学生や高校生など 6 名の参加がありました。

講義から始まり、実技を交えての研修となり参加者は熱心に耳を傾けていまし

た。「実際に動いて確認したり、トレーニングの方法を学ぶことができて良かっ

た」「今までにない知識をたくさん知ることができた」「自分の悪いところが見え

て改善ができた」などの感想をいただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～長い間、県民の皆様 ありがとう さようなら〜 

当県営野球場は、昭和 45 年４月に開場して以来 52 年の長きにわたり県の中

心的な球場として県民の皆様に愛されてきましたが、令和５年３月末をもって

その歴に幕を閉じることとなりました。 

 私たち職員一同は、常に最高の環境で利用していただけるようその維持管理

には特に気を遣ってきました。このような中で、高校野球県大会や都市対抗野球、

プロ野球などが開催され、多くのドラマが生まれました。菊池雄星投手、大谷翔

平選手はメジャーリーガーとなり、子どもたちに夢と希望を与えています。県営

野球場は閉場しますが、新しく出来る「きたぎんボールパーク」に引き継がれる

ことと思います。 
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